
教科書展示会・意見書内容一覧

【社会（歴史）】

No.
出版社・
該当箇所

意　　　　見

32 日本文教出版

　資本主義の発展での社会問題、人々の運動について問いがあるのは納
得。これに子どもたちが自分たちで考えて文章にするのは大切なこと。社
会運動の広がり、特に、女性の政治参加の記事がある事はすばらしい。是
非子どもたちにしっかり学んでほしい。
　学徒出陣：成人男子が兵士として戦場に送られた事をしっかり学んでほ
しい。戦場となった沖縄で12万人が亡くなり、集団自決に追い込まれた事
も学んでほしい。

33 育鵬社

　新しい日本の歴史：２度の世界大戦がどうしておこったか。小さな日本
が大国と戦争をなぜしなければいけなかったのか？連合国から占領された
日本の歩みを、時間を取って子どもに学ばせてほしい。また、子どもたち
の感想を聞いてほしい。

34 日本文教出版
　中学社会（歴史的分野）…採用を薦める
資料・記述が国民の目線で取りあげ、歴史の功罪を子ども達が判断しやす
いと思う。

35 育鵬社
　新しい日本の歴史…不採用希望
現在の政府政党にかたよりがある。

36 令和書籍
　国史教科書：資料の取りあげ方にかたよりあり。不採用を願う。問題あ
り。

37 令和書籍

　国史教科書第７版：文部科学省（岸田政権）が、この極端に偏った異様
な教科書を中学校歴史教科書の選択肢として認可したことは、とても不可
解です。初めに歴代天皇の皇位継承図を載せ、歴史が神話から始まってい
ます。沖縄戦の学徒隊は「動員」ではなく「志願」で、特攻隊員の死を
「散華」とし、日本軍が朝鮮の女性を強制連行した事実はなく、彼女たち
は報酬をもらって仕事をしていたと慰安婦問題を否定、さらに南京大虐殺
も否定して、歴史の事実を正しく教えようとしていない。歴史を正しく理
解し、過ちを認めて謝罪しなければ和解できないし、平和は築けないと思
います。生徒たちに嘘を教え込まないでもらいたい!!日本軍の起こした戦
争を美化してはいけません。

38 令和書籍
　国生み神話から歴史を書き始めており、非常に違和感があった。歴史が
進んでいく中で、常に太字で書き表される天皇が出てくることにも違和感
を感じた。

39 自由社
　太平洋戦争の中で、植民地支配に苦しんできた東南アジアやインドへ夢
や希望を与えたという書き方がされ、その部分だけが強調されすぎている
と感じた。子どもたちに手渡したくない教科書である。

40 育鵬社

・P.238～P.239：原爆の投下の文章で、生き残った人も放射線などによる
後遺症に苦しめられました。現在でも、原爆の後遺症で苦しみが続いてお
り、原爆症の認定を受けるための斗いが続いていることの記載が必要であ
る。
・P.241　特攻隊員の思い：この記事だと、自らすすんで、戦死したと思
われる。青年の思いは、もっと違っているはずで、この文章不適切と思
う。

41
令和書籍
学び舎

　令和書籍の「国史」に驚きました。この表言は一昔前の教科書の表紙と
思いました。「主権在民」の戦後規範に反する本は頂けません。「歴史」
の本は「ともに学ぶ人間の歴史」が良いと思います。学び舎の本です。現
在、北九州市で使われている教科書も悪くありません。「学び舎」の原
始・古代→古代→中世→近代・帝国主義→現代の区分けもわかりやすく書
いています。

42 ー

　どの教科書も工夫が見られますが、歴史的な事実が教科書に載ったり載
らなかったりすること（例えば、従軍慰安婦）。また、悲惨な戦争で私た
ちは何を失ったのかというふり返りを促す平和のための提起などがもっと
必要ではないかということ。これはどの教科書にも言えると思います。
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43 学び舎（P.220～）
　鉄道爆破から始まった、日本の中国侵略。日本軍の暴走を客観的に事実
に則して述べている。何が事実であったのかを見つめることからしか始ま
らない。冷静にふり返ってもらいたい。

44 令和書籍 　天皇中心で書かれており、好ましくないと思いました。

45 令和書籍

　中学の教科書、令和書籍の「国史教科書」は教科書ですか？内容もあま
りにかたよりすぎてて気持ち悪いほどです。教科書の審査は無いんです
か？子どもたちは、もちろん教科書をうのみにします。歴史を正しく書い
てください!!育鵬社の歴史の教科書もしかり。あまりにも自国中心な考え
で、国のあやまちや不名誉なことは書いてない。今だに続く反省しない政
府・国、それにしたがう社会、教育。今どきなさけなく思います。

46
山川出版社
（P.122）

　江戸時代の社会の仕組み　身分と社会…説明の中で、「…（えた、ひに
んは）、ほかの身分の人々から差別を受けた。」との記述ですが、そもそ
も身分制社会は各身分ごとに他の身分（上下関係が主ですが）を排除する
システムです。分断統治です。差別をうけている人々はそれぞれの身分で
す。貴族、武士の中でもそれぞれの差別があります。身分制社会ではそれ
（差別、排除）が社会のルールになっています。特別に「えた、ひにん」
だけが差別をうけたと強調することに違和感を感じます。明治４年の「解
放令」を強調するための伏線ですか？賤称廃止令の研究もすすみ、一概に
解放令とするのも疑問がでています。「えた、ひにん」の時代的説明は中
学生には難しいのではなかろうか。検討を。

47
国の始まり：
自由社
（P.38～P.41）

　神話を元に日本の国の成り立ちが書かれている。神話はあくまでも物
語。科学的ではない。

48
神話に見る日本誕
生：育鵬社
（P.54～P.55）

　歴史は史実にもとづいて書かれるもので、神話は物語。自由社と同様。
戦争の加害記載少ない（ないに等しい）。

49 令和書籍
　文科省がなんでこんな教科書を認定したのか！あきれてしまう。国史教
科書とあるが、社会科は歴史、公民、地理にわけられています。国史とは
どこに入るのか？これは教科書ではありません。

50 令和書籍
　令和書籍は検定に通ったのでしょうか。天皇制を崇拝し、正しいと意味
とってしまいます。歴史がなぜ国史なのでしょうか？

51 令和書籍 　国史教科書→何の教科書ですか？個人の出版物の様です。

52 令和書籍
　「国史」という名称は×。天皇についての記述が多すぎる。日清、日
露、第二次世界大戦については、戦艦の絵が１ページ丸々使われている。
この教科書は、中学生に読ませたくない。教科書にふさわしくない。

53 自由社

　自由社の中学社会「新しい歴史教科書」P.211第五章に戦艦大和が大き
くのっていた。悲惨な戦争の道具としての大和を、さも立派な船のような
記述はおかしい。P.213　第二特務艦隊出雲ものっている。歴代天皇系図
がP.289にのっているが、必要ないものである。

54 帝国書院

　帝国書院の中学生の歴史は、近代史の内容が全体的に少ないようです。
P.301の「日本の政治・社会の今とこれから」の記述について、LGBTを一
くくりで多様性の表れとしてあつかっていますが、人間としての尊重や人
権等の発展が全世界ですすんでいる。もっと掘り下げて記述してほしい!!

55 育鵬社

　新しい日本の歴史：原始～古代の記述が少ない。人間の歴史で一番長い
部分だが、各地の遺跡が発掘され、歴史があった事実があるのに。庶民が
どういう生活をしていたかを基本にして、その時代の天皇～武士～政治家
の役割を描いて欲しい。それがあると、現代に生きる学生の生きる学びが
出てくるのではないか？
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56 令和書籍
　国史教科書：全く全体のバランスが悪いと思います。律令時代の農民に
ついて触れているのは10行、皇位継承を狙う道鏡の野望は２ページ半、と
いうように、天皇の記述に偏りすぎだと思います。

57 令和書籍（P.386）

　国史教科書のP.386に「対米戦争に勝算はあったのか」の中に、戦争の
結果は、国力や戦力だけで決定するものではありません。弱小の軍隊でも
士気が高く…という文章があり、全く私には納得できません。後段で何や
ら書いていますが、前段の文章をどう解釈させようというのでしょうか。
全く理解不能です。

58 東京書籍（P.123）
　「新しい歴史」P.123：差別された人々の項目では、現在の同和問題に
つながる身分についての記述で疑問あり。こんなに詳しく説明する必要が
あるのでしょうか？

59 東京書籍

　東京書籍「新しい社会　歴史」を読んでみました。学び方の記述がよく
て、時代を伝える資料から発見していくことを進めていた。私たちは、史
実に基づき学んでいくことは、不幸な歴史をくり返さないことに通じるの
で、資料からみとることはとても良いと思う。東京書籍は、エネルギー問
題として、原子力発電は福島事故を受け、「安全性について信頼が大きく
損なわれました」と記述しているので、今後、考えなくてはいけないと
言っているのでよい。また、グローバル化の問題やＳＤＧｓについて記述
されていて、とても良い。

60 令和書籍

　令和書籍は、厚くて縦書きでとても見にくい。また、歴史に基づいた資
料により学習しなくてはいけない中学生に、まず、神話から入っている教
科書を初めてみて、これは、いけないものだと思いました。確かな史実か
ら入っていくことが、今後の日本の未来へ作る手立てとなるはず。国民が
主権者として、日本を創っていく必要があるのに「宇宙と世界がどのよう
にできたかについては、いろいろな考え方がある。」と言って、旧約聖書
を持ち出していますが、現在科学の知識－地球の始まり－をしっかり学ん
でから、思想の世界へ入るべきです。この教科書は恐いと思いました。戦
前の思想教育みたいです。この教科書使用に反対します。

61 帝国書院

　帝国書院の「社会科　中学生の歴史」を手に取って読みました。よりよ
い社会を目指して、学び方と調べ方をまず記載していて、わかりやすい。
写真も文字も大きくて見やすい。カラーが良い。初めに取り上げられた内
容は古代国家の成立であり、史実に基づいて記載されているので良い。現
在において、直面する北方領土、竹島、尖閣諸島など、歴史に基づき書か
れていて、理解が深まって良い。エネルギー問題として、原子力問題の問
題点の記述が少ないのが残念であるが、グローバル化の視点にもふれてい
てよい。

62 令和書籍
　全編、これは「教科書」に該当しない。なぜ、文科省が「検定済」にし
たのか疑問。竹田恒泰氏の個人の趣味の範囲の代物。

63 学び舎
　それぞれの見出しに昔の写真や浮世絵などがあり、わかりやすい。民衆
の歴史もわかりよい。日中戦争のページで、しっかりと加害の歴史を書い
ているのでよいと思います。

64 日本文教出版
　民衆がどんな運動をしたかがわかってよいと思います。世界と日本の歴
史などが書かれていてよいと思います。文化の歴史についてもわかりやす
く、写真や絵もあり見やすいです。

65 令和書籍
　国史：歴史を「古事記」や「日本書紀」から学ばされる教科書に違和感
を感じる。天皇中心の歴史教科書を子どもに渡したくはありません。

66

令和書籍
自由社
育鵬社
学び舎

　令和、育鵬社、自由社の歴史教科書は、基本的には、天皇中心、戦争賛
美という点で似ており、子どもたちに手渡したくない中身です。
　学び舎の教科は、民衆の側からの視点で書かれており、写真や図がふん
だんに使ってあって、すばらしいと思いました。

67 令和書籍
　令和の歴史教科書は、報道されていた通り、天皇中心、神話と現実の境
目なく、憲法敵視、戦争賛美の内容で、このような教科書が検定を通った
こと自体、許せない思いです。
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68 日本文教出版
　現在、採択されている、日本文教出版の歴史には、北九州の公害がとり
あげられていて良いと思う。

69 日本文教出版？
　民衆、労働者、農民の視点ものせてあり、他にあまりないのでは。北九
州の内容もあり、目を引いた。

70 育鵬社

　新しい日本の歴史：写真や地図が多く、親しみやすい作りになっている
が、内容に問題点を感じる。戦前の軍部の大陸への侵略への反省が見られ
ず、「大東亜戦争で大東亜共栄圏を建設して、アジアの国々を解放した」
という、誤った歴史観を子ども達に持たせることに危惧を感じた。

71 育鵬社（P.40）
　大仙古墳（仁徳天皇陵）と記載あるが、仁徳天皇が実在したのか現在研
究中なので、明記はおかしい。世界最大規模の面積とし、天皇制を賛美し
ていておかしい。

72
育鵬社
（P.54～P.55）

　神々の物語を２ページにわたり特集している。「こうしてカムヤマトイ
ワレヒコノミコト～初代神武天皇となるという物語です。なお、２月11日
の「建国記念の日」は神武天皇が即位したとされる日を記念とした」物語
としながら、神武天皇、ヤマトタケルの人物名を入れて史実との区別をあ
いまいにして、戦前を思わせて良くない。

73 育鵬社（P.184）
　②注釈「天皇は原則として政治的権限を行使することなく、国家統治の
精神的よりどころだった」とし、天皇の責任をあいまいにしておりおかし
い。

74 育鵬社（P.185）
　教育勅語は1948年、国会で排除、無効の確認の決議が行われているの
に、肯定的に評価していておかしい。国民道徳の基盤となったと肯定的で
おかしい。

75
韓国併合：
育鵬社（P.193）

　「その後、日韓条約に従って、日本が韓国の外交権をにぎることにな
り」など、韓国に対する日本の支配が順当であるかのような表現をしてい
る。都合の悪いところは主体ははっきりさせないという表現はおかしい。

76
韓国併合：
育鵬社（P.193）

　伊藤博文が満州で韓国人に暗殺される事件と韓国併合をつなげて書くこ
とで、韓国併合をようごする記述となっている。軍隊の力を背景にして韓
国を併合し、植民地としたことが解りにくくおかしい。

77
育鵬社
（P.196～P.197）

　日露戦争について、２ページにわたり日本の活躍を記述されている。日
本がしかけた戦争を美化していておかしい。客観的記述であるべき史実に
もとづいていない。

78
関東大震災：
育鵬社（P.221）

　「交通や通信がとだえた～朝鮮人や社会主義者が～自警団などに殺害さ
れるという事件もおきました。」軍隊・警察の関与も、中国人の殺害の事
実も書いていない。国の過ちや不名誉なことはなるべく書かないという姿
勢がおかしい。

79
戦時下の動員：
育鵬社（P.236～
P.237）

　「戦争の末期には…徴兵や徴用が適用…きびしい労働を強いられまし
た。」日本軍慰安婦の記述がなくおかしい。

80 育鵬社（P.256）
　北方領土を日本固有の領土と明記。対立する相手国の主張にふれず、政
府の主張を一方的に記述しており、多画的・多面的な考察や深い学びに
なっていない。

81 令和書籍
　国史教科書：近代の問題をもう少し多く出してほしい。日本経済の推移
と課題のところで、日本経済はアベノミクスにより危機は脱した、とあり
ますが、アベノミクスにより、よけい経済危機におちいっています。

82
育鵬社
自由社

　育鵬社や自由社の歴史の教科書は、戦争の事実を正確に伝えず、戦争賛
美のような記述をしていると思います。採択しないで下さい。

83 令和書籍

　令和書籍の国史？　神武天皇～神話を国史…問題外です。検定を通過し
たのが信じられません。勉強する気が１ページ目から失せる作りだと思い
ます。大和撫子、散下、一部の偏った考えの押しつけ。これで教わる子ど
もは不幸であると思います。
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84 育鵬社（P.185）
　教育勅語の取扱いですが、「国民道徳の基盤となった」は肯定的すぎ。
国会で無効確認が出されているので適切です。

85

令和書籍
日本文化出版
山川出版社
帝国書院
教育出版社
東京書籍

社会科「歴史」
令和書籍：皇国史観で歴代天皇の皇位継承図をのせ、国家の歴史を知るこ
とは天皇を中心に自分の起源を知ることと同じとあり、これでよいのかと
疑問に思いました。日本列島の誕生は、「古事記」「日本書紀」にありと
神話伝承と歴代天皇で日本の歴史は発展してきたとあり、疑問。
日本文化出版：歴史を学ぶにあたっての文章が良い。内容的にも写真、年
表もわかりやすく、問いかけも良い。
山川、帝国、教育出版：写真で歴史を学ぶように見えました。
東京書籍第１章・歴史のとびら　流れから歴史をとらえよう：考え方、
テーマへの問題提起は古代～現代学びやすくよい。

86 教育出版社

　1960年～70年代の世界について
教育出版…例：ベトナム戦争、ＥＣ、中東紛争等の内容がわかりやすい。
他のことも、きちんと記述されている。他の出版社はどこも説明が不十
分。

87 自由社

歴史教科書
・P.238　大東亜戦争という用語は、普通使用しない。
・P.245　聖断、玉音放送など天皇一人で戦争が終わったように書いてい
るが、そうなのでしょうか。その間、沖縄・広島・長崎との被災がどうか
らんでいるのか、よく分からない書き方です。
・P.248～P.249　アジアが日本の侵略に、植民地解放の夢を見た部分を誇
大に取り上げている。

88 育鵬社

新しい日本の歴史
・P.56～P.57　大仏開眼供養のための説明が多すぎる。P.53にも大仏に関
する記述があり、全体からするとページをとりすぎている。
・P.185　　　 教育勅語の説明が一面的すぎる。
・P.192～P.193　日韓議定書と日韓協約の違いが不明。同一なのでしょう
か？
その他、文意不明の個所もあり、中学生にはどうかと思いました。

89
令和書籍
自由社

・令和書籍：「国史」とある表紙には違和感があり、子どもたちのやる気
につながるとは思えなかった。内容も字ばかりが多く、写真も白黒で分か
りやすさに欠ける。記述の内容も、太平洋戦争の序盤を快進撃という見出
しがあり、適切な見出しとは思えません。
・自由社：「令和書籍」とは違い、写真や文字など見やすい。内容で気に
なったのは「大東亜戦争とアジアの独立」で「アジアの解放をかかげた日
本は敗れたが…」という記述が戦争美化につながるのではないかと思いま
す。「世界が見た日露戦争」では、「有色人種のアジア民族が独立への希
望を…」この記述も戦争に対する美化につながりかねないと思います。

90

令和書籍
育鵬社
山川出版社
教育出版社
日本文教出版
東京書籍

　「令和書籍」の「国史教科書」は物語としての神話と歴史とが混同し
て、教科書として不適切である。特攻作戦も「散華」と美化していて、何
故これが検定をパスしたのか？「育鵬社」の「新しい日本の歴史」の戦争
に対する記述は不十分だと思います。北九州市が採択されないことを願い
ます。「山川出版社」は、内容、記述も良いのではないでしょうか。「教
育出版」「日本文教出版」「東京書籍」さんも良い方だと思います。

91 令和書籍

　「国史」という名前からして、とっつきにくい。写真が少ない。文字が
小さい。現在史があまりにも少ない。悲惨な戦争があったことや憲法９条
の意義などを未来を担う子ども達に本当にあったこと、正しい事柄を伝え
て、世界どこの国に子ども達がはばたいても自分の国を誇れる教科書で子
ども達に教えてほしい。
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92
現代 第６章：
令和書籍

　昭和時代（戦後）のページ数が少なくて、戦争後の平和が大事だという
メッセージなどを子供達に伝えてほしいと思いました。国史という教科書
の名前もやめてほしいです。

93
令和書籍
育鵬社
自由社

　社会の教科書中心に見学にきました。育鵬社や自由社が、事実に基づか
ず、戦争賛美の危ない教科書と思いますが、それにも増して、令和書籍の
おとぎ話のような、国史の日本礼賛の、ヒトラーのような独裁主義者が書
いたような教科書を子どもの目にふれさせないで下さい。二度と戦争が起
きないよう、正しく歴史を書いた教科書を選んで下さい。

94
令和書籍
育鵬社
自由社

　令和書籍の教科書（国史教科書）はとても恐いです。教科書はもっと判
りやすく正しい歴史を教えてほしいです。あまりに片寄り過ぎている様に
感じますが。厚さ、本の大きさ等もどうかと思います。育鵬社、自由社の
教科書もあまり感心しません。教育委員会で是非正しい教科書を選んで下
さい。

95 令和書籍
　国史としていながら、神話に基づく内容であったり、間違いが多々あり
ます。系統だった内容ではなく、大変わかりにくい。文字も小さく読みに
くい。世界の歴史があまりのっていないので、情報不足である。

96 育鵬社

＜沖縄返還と基地問題について＞
　歴史教科書の中で、育鵬社は「戦後、沖縄はアメリカの統治下にありま
したが、本土復帰をめざす沖縄の人々の長年の願いが実を結び～沖縄本土
復帰が実現しました。」と、人々の運動については記述がありません。他
社は基地問題に焦点を当てた、一つの項目を立てた扱いをしている。現在
の課題につながることとして、資料も加えて詳しく記述されている。

97 育鵬社

＜領土問題について＞
　歴史教科書の中で、５社は北方領土、尖閣諸島、竹島について、政府見
解を詳細に記述しているが、育鵬社は、対立している相手国の主張にはふ
れず、政府の主張を一方的に記述している。「多面的・多画的な考察・深
い学び」にならないと思われます。

98 令和書籍

　令和書籍に限り。「国史」があるのはなぜ？今、特別に日本史を学ばな
ければならないのでしょうか。ページ数は500ページ以上あり、文字が小
さ過ぎるのでは？学ぶ立場としては、意欲的に学ぼう！というふうになる
のでしょうか？

99 日本文教出版
　歴史についても、国民のことより企業よりに書いてあるように見えまし
た。

100 令和書籍

国史教科書のなかで、歴代天皇の皇位継承図がありますが、まったく必要
ないと考えます。教科書がむつかしすぎると思います。第二次世界大戦で
は、「戦艦大和」とか「真珠湾攻撃」などの写真がのせられているが、不
必要だと思います。これから先、農業問題、地球温暖化など多くの課題が
あり、それにも多くふれてほしいと思います。

101 山川出版社
　大日本帝国憲法と日本国憲法の比較がおもしろい。この教科書により大
人の私たちも日本の近代史について学び直したいと思いました。歴史に忠
実に作られていると思います。

102 ー 　戦争に対しての記述に不適切なものもあり、心配です。

103 日本文教出版 　日本近代化について　私たちがみても大変勉強になりました。

104 教育出版社

歴史　未来をひらく
　各章により確認と表現が出ている事は復習となり良い事だと思います。
歴史人物のクロスワードパズルは頭の体操になるかもわかりませんが、い
らないと思います。

105 令和書籍
　令和書籍は教科書として認めるのがおかしい。科学的に認められない内
容である。
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106 令和書籍

　中学校の歴史教科書について、令和書籍は、「国史教科書」という名前
に「天皇の歴史」すなわち「国体」を教えるための教科書であるとの主張
が感じられます。内容を見ると、その主張が展開されていて、公立の学校
で扱うものではないでしょう。「日本列島の誕生」で古事記・日本書紀が
紹介され、旧約聖書・コーラン・仏教などを記して、「文献資料」で、聖
書やコーランや仏典の一部を紹介するのではなく、「古事記」の国生み神
話が紹介されている。以下、省略しますが、皇国史観に立った記述で貫か
れています。この歴史観によって、教育勅語が作られ、どんな結果を招い
たかは、過去の歴史ばかりか現代まで深い傷跡はいやされないままにきて
います。この教科書は歴史教科書ではなく、皇室神道という特定の宗教の
書物であって、ちょうど仏教経典や聖書をもって教育するのと同じである
と思います。したがって、憲法違反と言わざるを得ません。以下、憲法条
文をあげます。
・第20条３　国及びその機関は、宗教教育その他いかなる宗教的活動もし
てはならない。
・第89条　　公金その他の公の財産は、宗教上の組織若しくは団体の使
用、便益若しくは維持のため、又は公の支配に属しない慈善、教育若しく
は博愛の事業に対し、これを支出し、又はその利用に供してはならない。
・第99条　　天皇又は摂政及び国務大臣、国会議員、裁判官その他の公務
員は、この憲法を尊重し、擁護する義務を負ふ。
以上のように、公立学校において、特定の宗教を教えたり、財政的な支出
をするなどは、断じてあってはならないと規定しています。これは、過去
の歴史の反省から生まれたものです。にもかかわらず、文科省がこのよう
に教科書を合格させ、公立学校で採用できる措置をとったことは、明らか
に憲法軽視：憲法違反行為です。北九州内の公立中学校において、この
「教科書」を決して採用しないことを願うものです。

107 自由社

自由社　新しい歴史
① 調べ学習のページ
② 復習問題のページ　近世の日本
③ 時代の特徴を考えるページ　近世はどんな時代だったのだろうか
この問題は何度も見ないとわからないので、学びの勉強にはならないと思
います。

108 令和書籍

令和　国史教科書
　誤った歴史を教えるものであり、なぜ、この教科書が採択されたのか疑
問です。教科書（本）としても、分量が多すぎ、重たく、見やすいもので
はないと思います。

109 学び舎

ともに学ぶ人間の歴史
　一つひとつがとても興味深く学べる内容となっていると思います。戦争
についても、加害のことも記述されていて、考えさせられるものとなって
いると思う。（正しく学ぶことができる教科書だと。）

110
日本文教出版
育鵬社

　歴史教科書の本文の最後の記述に着目しました。そこには、出版社の歴
史学習に対する姿勢が凝縮されていると思うからです。日本文教出版は、
「人権を尊重し、属性や個性、文化の多様性を認め合いながら、…」と、
人権の視点で本文をしめくくっています。このことから、日本国憲法の基
本原則に沿う真摯な姿勢を読み取ることができます。一方、育鵬社の本文
の終わりは、見当ちがいの日本自慢の言葉の羅列です。「過去の歴史を通
じて、国民が一体感を持ち続け…」、「世界でもめずらしい安全で豊かな
国…」、「世界の中の大国である日本は…」、「優れた国民性…」教科書
づくりの基本の考え方が、これほどちがうということに驚きます。言うま
でもなく、日本文教出版を押します。

16/31         



教科書展示会・意見書内容一覧

【社会（歴史）】

No.
出版社・
該当箇所

意　　　　見

111 自由社

　太平洋戦争を大東亜戦争と呼び、見出しをつけている。アジア諸国に進
出し、アジア解放のための戦争だったという視点で全体が構成されてい
て、国際社会における日本の立場を児童に誤解させる可能性が高く、採択
するには問題が多すぎる。

112 令和書籍
　国史は、日本の歴史が中心で、世界の中の日本の立場を忘れて構成され
ているので、非常に問題である。

113 東京書籍
　戦後の戦争放棄や「あたらしい憲法」についての記述が分かりやすく、
写真やイラストが分かりやすく配置されていて、児童・生徒にも理解しや
すいと思われる。

114 山川出版社
　当時の世界からの視点もあり、とり入れながら、日本の歴史を記述して
おり、分かりやすい。

115

日本文教出版
育鵬社
自由社
令和書籍

　北九州市中学校で使われている歴史教科書の日本文教出版は良い内容が
多いと思う。歴史での歴史書としての「古事記」「日本書紀」の紹介後
（P.50）、次のP.51で日本の神話に触れ、神話と歴史を区別し、他の教科
書（育鵬社・自由社・令和書籍）のような神話を史実化した書き方をして
いないところが良いと思われる。今後も日本文教の教科書を使い続けても
らいたい。

116 日本文教出版

　日本文教の歴史での記述で、戦前の大日本帝国憲法での天皇主権がきち
んと書かれている点（権限が強大で広範であったこと）は、きちんとおさ
えてあると思う。また、教育の面でも、教育勅語についてP.199、天皇へ
の忠義、国を愛する忠国愛国、父母への孝行などを国民道徳の基本とし、
教育のよりどころとしたことが明記され、政府の方針で教育の基本が変わ
ることを示している。このことは大変重要な点で、現在の子どもたちにも
是非伝えたい。

117 日本文教出版

　日本文教出版の歴史は、明治政府がロシアに先んじて韓国へ勢力をのば
していた史実を伝えており、P.206では、ロシアとの開戦を望むなか、幸
徳秋水、内村鑑三、与謝野晶子など非戦論をとなえた人々を写真入りで掲
載しているのはとても良いと思う。現行の憲法９条も非戦を訴えているも
のであり、戦前にもそういう方々がおられたことはきちんと伝えるべきと
思う。

118 日本文教出版

　日本文教出版の歴史には、関東大震災のコラムP.235があり、混乱のな
か、朝鮮人のほか、社会主義者や中国人が殺害された史実が掲載されてい
る。その背景には、精神的混乱も示しながら、朝鮮人に対する差別意識が
あったことも記し、史実を忠実に伝えていると思う。また、「満州国」侵
略についても日本の行い（中国民から安く土地を買い上げ、開拓民を送
り、重工業の企業も進出していった）が記載、韓国併合に対しても、1910
年、軍隊の力を背景に併合して植民地としたと明記、とても良いと思う。

119 日本文教出版

　日本文教出版の歴史での沖縄の集団自決の記述には、日本軍によって
「集団自決」に追い込まれたとあり、きちんと民衆側、市民の側の視点が
生かされている。歴史は、どの視点を持つかで変わると思うので、子ども
達には常に市民（弱者や非権力者）側からの視点で、人権を尊び、平和と
環境に心を開いていってもらいたい。その意味でP.291の本文の最後の言
葉にはとても共鳴いたしました。
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1 育鵬社
　育鵬社の公民は、わかりにくいと思う。子ども達には、わかりにくいと
思う。

2 育鵬社

　新しいみんなの公民：国民の意識の中に、愛国心や日の丸、君が代等、
強要するものではありません。全体として、天皇や岸田さん、自民党の方
の写真が多く、子ども達の目に何を訴えているのか、不安に思える教科書
です。

3 ー
　中学の社会科の公民の教科書では、公共（旧現社）・政経だけではな
く、倫理の一部も内容として記載されてよかったです。更に、中学の他教
科もQRコードが付くことによって、動画があって、とても便利でした。

4 教育出版

　公民；教育出版の日本国憲法の記述が良い。テーマ『憲法はこうして生
まれた』で、日本国憲法が生まれた背景や意味を、２ページで扱っている
（P.44～P.45）。資料として「五日市憲法草案」や、コラムで女性の権利
を盛り込むことに尽くした、ベアテ＝シロタ＝ゴードンさんを掲載してい
る。この項目だけでなく、教育出版の記述はおおむね妥当である。

5
自由社
育鵬社
東京書籍

　立憲主義について、国家権力を制限してその濫用を防ぎ、もって国民の
人権を守るものであること、そのために国民主権の意義があることが端的
に説明されていないものがあり、適切でない（自由社、育鵬社、東書も分
かりにくい）。

6 育鵬社 　家族感が古い。

7 育鵬社 　歴史と２冊構成になっていて理解しやすいです。

8
自由社
育鵬社

　育鵬社や自由社の公民は、日本国憲法の理念をゆがめ、憲法改正に子ど
もを導こうとしているような書き方をしていて問題だと思う。

9 日本文教出版
　社会の構造が良くわかります。グラフ、図形などがわかりやすい。法令
集を一度でも読むことは良いと思います。

10
東京書籍（P.200
～P.203）

　フクシマ原発事故の事故現場の写真は載せず、新聞記事だけを載せ、事
故は小さかったとでも云わんばかりだ。原子力発電の利点をまず述べ、強
く印象づけ、問題点については小さく扱い、その詳細すら触れない。現実
的には放射性物質は放出され、住民の生活は壊されているのに、デブリ問
題、ハイロ計画などには一切触れていない。

11
東京書籍
（P.215 ）

　日本や世界の平和や安全のために必要なものとは？の問いに、米軍が存
在することに合理的な意味があると誘導するように、安保のもとで、東ア
ジアの軍事的緊張をイメージさせている。沖縄県民や基地周辺住民の痛み
や苦しみにまったく寄りそう姿勢の内容だ。具体的でない。オキナワの基
地は「日本と世界の平和と安全のため」に必要だと導く編集になってい
る。

12
育鵬社
東京書籍

　公民の育鵬社と東京書籍を比べてみました。社会で育っていく子どもた
ちに対し、平等、ジェンダー、子どもの権利、天皇と国民、平和の問題に
ついて、違いが大きく驚きました。すべてにおいて、東京書籍での内容が
正しく書かれており、育鵬社は戦争、憲法等正確に知らされていないと思
います。細かく書けていませんが、東京書籍（２冊を比べて）を子どもた
ちに与えてほしいです。時間があれば、他の書籍も比べてみたかったで
す。

13 育鵬社

　自衛隊はわが国の防衛のために必要であり、憲法９条に違反しない。日
米安保条約について、戦後の日本の平和にとって、アメリカ軍が抑止力に
なり、安全と維持に大きな役割ありとあるが、沖縄の基地など考えると、
日本はアメリカの植民地となっている。

14 自由社
　憲法改正の論点、議題が４つあるが、何を禁止し、何を認めているか、
日米合同委員会、年に一度、安全保障会議で日米間の大枠の方針合意して
いる。
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15 育鵬社

・日本国憲法を敵視し、「憲法改正」を押しつける。他国と日本の憲法改
正の件数を単純に比較した表を載せ、「憲法改正が必要だ」と誘導してい
る。他社は、憲法の基本原理を覆すような「憲法改正は許されない」と書
いている。
・政府見解を押しつけ、子供に考えさせようとしない。
・平和主義について、両論を併記することなく、「国民に国防の義務がな
い徹底した平和主義は世界的に異例」と独自の主張を展開。領土問題も
「日本人としてどう思うか」問うている。他社は、日本とロシアの見解を
比べたり、世界の他の地域で領土問題が起こったときに平和的に解決した
例を紹介している。

16 帝国書院
　わかりやすい教科書内容でした。民主社会制は何故法に基づく政治が大
切なのか、①～⑤についての問いかけなどがよい。日本国憲法はなぜ基本
的人権が保障されているのか、①～⑧問いもよい。

17 教育出版
　平和の構築にむけて、自衛隊と自衛隊のあり方について、どのように考
えたらいいのか議論しよう→良い。

18
社会保障につい
て：教育出版
（P.175）

　所得の再分配機能について述べているが、この記述が税や財政の仕組み
と関連していることがわかるように参照ページを書いてある。わかりやす
い。

19 教育出版
　平和主義について：ページをさいて、丁寧に説明している。日本だけで
なく、幅広い視点で平和の構築について述べている。大変よいと思う。

20
立憲主義：
教育出版（P.44）

　適切な説明だと思う。P.44の法の支配の図では、公務員や公の仕事に従
事する人は、憲法、法の支配のもとに仕事をしていることを説明してもら
いたい。

21
人権と公共の福
祉：教育出版
（P.66～P.67）

　丁寧な説明だと思う。丁寧に教えてほしい。

22 帝国書院

・P.69  憲法の改正　11行目「憲法96条の～最後まで」
基本をよく押さえた適切な文章と思う。授業でもその意味を教えてほし
い。
・P.32～P.35　民主主義と立憲主義　P.44～P.65　基本的人権の尊重
（いずれも）適切な内容だと思う。丁寧でわかりやすい。

23 自由社
　自由社の教科書は、比較的に良いと思いました。主権が国民にある、選
挙の重要性などがわかりやすく書かれている。

24 ー

・教科書がカラーできれいです。
・公民の教科書は、中学生にとって内容がむずかしいのではないかと思い
ます。
・沖縄にある米軍の基地が70%もあることに、なくすにはどうするなどの
記述がなく、ずっと永久に続くのでしょうか。
・社会保障－年金の問題も少子化にふれているが、税金の使い方など考え
るような内容にしてほしい。
・人生プランのページがありましたが、中学生で考えられるのでしょう
か？

25
教育出版
（P.50）

　被差別部落の出身者に対する…で、生徒から
① 被差別部落はどこにあるのですか
② 出身者はどういう人ですか
と質問が出たら、教師はどう説明するのですか。疑問です。今、学校や地
域社会に部落差別の実態はありません。P.50の記述は検討されるべきで
は。

26
帝国書院
（P.46）

　帝国書院・公民のP.46に「自由権」が取り上げられていました。他社の
教科書でも自由権の欄を見てみました。私は、帝国書院が写真で大きく、
デモ活動の様子を紹介して、「【対話】デモ活動を行えるのは、どのよう
な権利があるからだろうか。」と書かれていることがとても良いと思いま
した。
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